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講座番号

020 横浜学
あなたの郷土港都横浜の近現代―「みなと」は横浜理解のキーワード―

講座内容
開港時の二本の桟橋が現在の横浜の観光名所「象の鼻桟橋」に。その横浜が開港と同時に日本を代表する
港都になったが、関東大震災、第二次世界大戦によって、その都度様変わりを余儀なくされた。本講座
では、「港がわかると横浜が解る」を合言葉に、港都横浜の開港から今日に至るまでのエポックとなる史
的事象にアプローチ。

期　間 10月3日～11月21日 受講料 10,000円

曜　日 火曜日 定　員 40名

時　間 13：30～15：30 会　場 横浜・関内キャンパス

回　数 全8回 持ち物 筆記用具
教　材 講師が毎回レジュメやプリントを用意します。

講座スケジュール
回数 日　程 内　　　　　容 担当講師

1 10月 3日（火） 港都横浜の観光名所「象の鼻桟橋」
―そこには名ばかりの外貿港時代の横浜港の歴史が― 小林 照夫

2 10月10日（火） 「明治元年者」が横浜港を出港しハワイへ
―横浜港発ハワイ航路の先駆け、その後の「横浜港駅」をご存知でしたか―　　　

内田 真仁

小林 照夫

3 10月17日（火） パーマーの築港論の延長線上に赤レンガ倉庫のある新港埠頭が
―横浜政財界人や税関長が建設を応援、「港を国の営造物とした思想」の見直しが―　　

権田 益美

小林 照夫

4 10月24日（火） パーマの築港計画に港内ドック案が
―横浜船渠の設立に一万円札の渋沢栄一、経営には「男爵いも」の川田龍吉が―

佐藤 勝久

小林 照夫

5 10月31日（火） 関東大震災と横浜港
―「生糸一港制」の崩壊と鶴見工業地帯、横浜市が鶴見を併合―　 小林 照夫

6 11月 7日（火） 敗戦直後の市民生活と横浜港
―美空ひばりの「悲しき口笛」の像がある野毛、そこには戦後の哀歓が―　 小林 照夫

7 11月14日（火） ベイブリッジの建設と横浜港　　　
―コンテナ船時代の到来による横浜の都市の様相変化とドヤ街の消滅―　　 小林 照夫

8 11月21日（火） 国際コンテナ戦略港湾時代の横浜港
―使命と役割を果たし終えた山下埠頭の再開発問題、市民はカジノに「NO」―　　　　 小林 照夫

講師紹介 小林 照夫（こばやし てるお）

内田 真仁（うちだ まひと） 佐藤　勝久（さとう かつひさ）

本学名誉教授

本学国際文化学部　経営学部非常勤講師 歴史愛好家

博士(社会学）。本講座に関連した小林の著書としては、
『日本の港の歴史』(成山堂書店）、『巨大都市と漁業集落
―横浜のウォータフロント』(成山堂書店）等。他の関連
著書等についてはウィキペディア小林照夫を参照くだ
さい。

博士(文学）。著書については、山上徹編著『ホスピタリ
ティ・ビジネスの人材育成』(白桃書房）、吉原直樹、橋
本和孝他共編著『グローバル化時代の海外日本人社会』
(御茶の水書房）等の分担執筆。その他、学会誌や大学の
紀要論文。

メーカーで船舶、発電プラント等の海外ビジネスに従
事。定年退職後、幕末・明治期の歴史を中心に調査、
研究中。

権田 益美（ごんだ ますみ）
本学国際文化学部非常勤講師
博士(文学）。ここでは本講座の権田の担当分と関連した
拙稿「税関長水上浩躬の横浜築港計画：願いは港湾機能
の国際的レベル化」(日本港湾経済学会編、年報『港湾経
済研究』第57号、2018年)を紹介させて頂きます。
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